
広
報

平
成
20年

７
月
1日
発
行

2
0
0
8
年

N
o.19

平
成
2
0
年
7
月
号
の
主
な
内
容

●
３
つ
の
基
金
活
用
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

●
資
源
回
収
団
体
募
集
の
お
知
ら
せ

　
５
月
2
3
日
に
白
沢
運
動
場
で
開
催
さ
れ
た「
第
1
6
回
南
達

方
部
小
学
校
交
歓
陸
上
競
技
大
会
」の
ひ
と
コ
マ
。写
真
は
、

多
く
の
方
が
見
守
る
な
か
小
学
校
６
年
女
子
の
8
0
0
メ
ー
ト

ル
持
久
走
ス
タ
ー
ト
直
後
の
様
子
。こ
の
あ
と
、も
う
一
周
し
て

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

（
大
会
の
種
目
別
第
１
位
の
成
績
は
裏
表
紙
に
掲
載
し
ま
し
た
）
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空き店舗を活用してお地蔵様祭を開催する様子 　

商
工
業
支
援
交
付
金

　

商
工
業
支
援
交
付
金
は
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
や
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

事
業
な
ど
を
行
う
市
内
の
商
工
業
者
と

そ
の
団
体
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
助
成
率

は
、
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
１

事
業
50
万
円
が
限
度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
２
件
の
申
請
が
あ
り
、

交
付
額
は
41
万
９
、
０
０
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

５
月
５
日
に
は
、
本
宮
市
商
店
街
連

合
会
が
主
催
す
る
「
第
４
回
商
店
街

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
が
開
催
さ
れ
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
24
・
25
日
に
は
、
中
條

３
区
商
工
振
興
会
の
主
催
に
よ
り
「
第

10
回
お
地
蔵
様
ま
つ
り
」（
写
真
上
）

が
開
催
さ
れ
、
お
地
蔵
様
の
陶
芸
教
室

を
は
じ
め
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
大

抽
選
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
業
支
援
交
付
金
に
関
す
る
事
業

内
容
に
つ
い
て
は
担
当
係
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
労
政
課
商
工
労
政
係

（
☎
内
線
１
５
１
）

　市では、子育て活動、農業の振興事業および商工振興事業など、地域づくりに貢献する
活動を行っている頑張る市民のみなさんに対して、「子ども基金」、「農業振興基金」、「商
工振興基金」の３つの基金を活用して、交付金を交付し、活動を支援しています。
　広報もとみや４月号で助成事業の内容についてお知らせしていましたが、今回は、その
活用状況についてお知らせします。
　また、市では随時申請を受付しています。該当事業を実施する予定の団体・個人の方は
担当係までご相談ください。

頑張る市民のみなさんを応援します!!
３つの基金活用事業
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広報もとみや　平成20年7月

子ども基金を活用して活動する「育児クラブみずいろ月曜コース」 　

農
業
振
興
事
業

支
援
交
付
金

　

農
業
は
市
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
農

業
の
振
興
を
図
る
こ
と
で
、
他
の
産
業

へ
の
波
及
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
農
業
振
興
、
地
域
活
性

化
に
効
果
が
あ
る
事
業
や
、
地
域
産
業
・

経
済
の
発
展
に
効
果
が
認
め
ら
れ
る
事

業
、
地
域
づ
く
り
に
効
果
が
認
め
ら
れ

る
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
市
内
の
個

人
、
農
業
関
係
者
等
の
団
体
に
農
業
振

興
事
業
支
援
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
額
は
、
補
助
率
２
分
の
１
以
内
で

１
事
業
50
万
円
が
限
度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
に
は
数
件
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
中
に
は
農
産
物
の
販
路
拡

大
に
つ
な
が
る
都
市
と
の
交
流
事
業
に

取
り
組
む
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
農
政
係
（
☎
内
線
１
５
６
）

　

白
沢
総
合
支
所
産
業
建
設
課

　
　

農
産
係
（
☎
４
４
︱
２
１
１
１
）

　

子
ど
も
基
金
助
成
金

　

子
ど
も
基
金
助
成
金
は
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
就
学

前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、
子
育
て
支
援
を
直
接
の
目
的
と
し

て
自
主
的
に
活
動
す
る
市
内
に
活
動
拠

点
を
も
つ
個
人
、
団
体
に
対
し
助
成
金

を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
他
の
補
助
制
度
に
よ
る
助

成
や
委
託
を
受
け
て
い
る
活
動
ま
た
は

受
け
よ
う
と
す
る
活
動
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

　

交
付
額
は
、
年
間
を
通
し
た
子
育
て

支
援
活
動
の
場
合
（
助
成
率
３
分
の
２

以
内
、
上
限
50
万
円
）
と
、
単
発
的
な

イ
ベ
ン
ト
等
活
動
（
助
成
率
２
分
の
１

以
内
、
上
限
20
万
円
）
の
２
種
類
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
交
付
実
績
は
申
請
件
数
１

件
で
、
９
万
７
０
６
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
の
あ
っ
た
「
育
児
ク
ラ
ブ
み
ず

い
ろ
月
曜
コ
ー
ス
」
は
、
親
子
の
絆
を

深
め
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
図

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
毎
週
月
曜
日

の
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
ま
で
第

一
児
童
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

子
ど
も
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
内
線
１
０
６
）
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▲資源回収を行う和田小学校 PTA のみなさん
　

本
宮
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化

を
図
る
た
め
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た

再
生
利
用
可
能
な
ご
み
を
集
団
回

収
し
て
い
る
団
体
に
、
報
償
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
50
団

体
の
登
録
が
あ
り
、
ご
み
の
減
量

化
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

集
団
資
源
回
収
を
実
施
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
資
源
物
の
有
効

活
用
や
、
ご
み
の
減
量
化
が
図
ら

れ
、
ご
み
処
理
費
用
も
軽
減
で
き

ま
す
。
ま
た
、
集
団
回
収
を
実
施

し
た
団
体
に
は
、
１
キ
ロ
あ
た
り

６
円
の
報
償
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

資
源
化
・
減
量
化
に
向
け
て

　

資
源
回
収
団
体
募
集

本　

宮　

市

資
源
回
収
団
体

回
収
業
者

①団体登録

④交付申請

⑤報償金交付

②資源回収

③
売
却

市内の家庭

●登録から報償金交付までの流れ
　①市に資源回収団体の登録を行い

ます。
　②各家庭から資源物の回収を行い

ます。
 　（回収業者と事前に打ち合わせを

行ってください。）
　③資源物を回収業者に売却します。
　④回収量のわかる明細を添付して、

市に交付申請します。
　⑤市から報償金が交付されます。
　※団体の代表者の変更や口座の変更があ

りましたら、その都度お知らせください。

●資源回収対象品目
　★古紙類：新聞紙・雑誌・
　　　　　　ダンボール、牛乳パック
　★ビン類：酒ビン、ビール瓶等
　★金属類：アルミ缶、スチール缶
　★布　類

　生ごみ処理機を購入して、家庭からごみの減量化・堆肥化を図り、資源の再利
用に協力していただいた方に対して、報償金（もとみや商品券・しらさわ商品券）
を交付しています。
◆問い合わせ先　生活安全課　環境保全係（☎内線114）

区　　分 交　付　額

電動式生ごみ処理機 購入価格の１／２
（上限２万円）

生ごみ処理機（コンポスト）
EMぼかし容器

購入価格の１／２
（上限２千円）

　

申
請
手
続
き
は
、
報
償
金
交
付
申
請
書
に
、
領
収
書
と

生
ご
み
処
理
機
の
カ
タ
ロ
グ
を
添
え
て
、
左
記
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

　

※
申
請
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

生ごみ処理機を購入しませんか？
市では購入費の一部を助成します
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不
法
投
棄
と
は

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
で
は
、「
何
人
も
、
み

だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
て
は
な
ら

な
い
。」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
規
定
に
反
し
て
廃
棄
物
を

投
棄
す
る
こ
と
を
「
不
法
投
棄
」

と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
規
定
は
、
産
業
廃
棄
物
に

限
ら
ず
、
一
般
廃
棄
物
を
含
め
た

全
て
の
廃
棄
物
に
適
用
さ
れ
ま

す
。

　

廃
棄
物
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き

る
施
設
は
、
県
等
の
許
可
が
必
要

で
、
許
可
を
得
て
い
る
箇
所
に
は

必
ず
そ
れ
を
示
す
看
板
や
囲
い
が

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

看
板
等
の
な
い
と
こ
ろ
に
穴
を

掘
っ
て
埋
め
た
り
、
大
量
の
ご
み

を
山
積
み
す
る
こ
と
は
、
た
と
え

自
分
の
土
地
で
も
不
法
投
棄
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

罰　

則

　

不
法
投
棄
を
行
っ
た
者
は
、
５

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
、
ま
た

は
こ
れ
が
併
科
さ
れ
ま
す
。（
法

人
の
場
合
、
１
億
円
以
下
の
罰

金
。
未
遂
行
為
も
対
象
で
す
）

不
法
投
棄
が

も
た
ら
す
問
題

■
環
境
汚
染
を
引
き
起
こ
し
ま
す

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
、
様
々

な
環
境
汚
染
を
引
き
起
こ
し
ま
す

が
、
と
り
わ
け
産
業
廃
棄
物
の
不

法
投
棄
は
、
例
え
ば
、
廃
棄

物
の
山
か
ら
有
害
物
質
が
地

中
に
し
み
出
し
地
下
水
を
汚

染
す
る
可
能
性
が
あ
る
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
憂
慮

す
べ
き
問
題
で
す
。

■
原
状
回
復
に
は
多
大
な
費

用
が
か
か
り
ま
す

　

投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
を
撤

去
し
て
元
の
状
態
に
回
復
さ

せ
る
に
は
、
初
め
か
ら
適
正

に
処
分
す
る
よ
り
も
、
多
大

な
費
用
と
長
期
の
時
間
を
要

し
、
経
済
的
損
失
も
計
り
知

れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

不
法
投
棄
を

見
つ
け
た
ら
通
報
を

　

市
や
県
で
は
、
不
法
投
棄
を
防

止
す
る
た
め
様
々
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
行
政
だ
け
の

対
応
に
は
限
界
も
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

「
不
法
投
棄
は
絶
対
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
」
と
い
う
意
識
を
持

ち
、
総
ぐ
る
み
で
監
視
し
、
未
然

防
止
の
環
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

以
下
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の

兆
候
が
見
ら
れ
た
ら
不
法
投
棄
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
を
捨
て
る
前
、
捨
て
始

め
の
早
期
の
段
階
で
や
め
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
た
め
ら

わ
ず
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

捨
て
ら
れ
や
す
い
場
所
や
時

間
は
？

▼
民
家
等
が
近
く
に
な
く
、
周
辺

か
ら
見
通
し
が
悪
い

▼
主
要
道
か
ら
少
し
入
っ
た
と
こ

ろ
で
、
大
型
ダ
ン
プ
等
が
通
る
道

幅
が
あ
る

▼
人
目
に
つ
く
の
を
避
け
る
た
め
、

夜
間
や
早
朝
に
行
わ
れ
や
す
い

不
法
投
棄
に
つ
な
が
る
よ
う

な
周
辺
状
況
の
変
化
は
？

▼
突
然
大
き
な
穴
が
掘
ら
れ
た

▼
数
日
前
か
ら
穴
を
掘
る
た
め
の

重
機
が
あ
る

▼
出
入
り
場
所
に
鉄
板
が
敷
か
れ
た

▼
昼
間
現
場
に
人
が
い
な
い
が
、

毎
日
地
形
が
変
わ
っ
て
い
る

通
報
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

▼
い
つ
頃
か
ら
の
話
か
？

▼
捨
て
ら
れ
た
場
所
は
ど
こ
？

▼
捨
て
ら
れ
た
廃
棄
物
は
何
？

▼
廃
棄
物
を
運
ん
で
い
る
の
は
誰

▼
車
の
ナ
ン
バ
ー
は
？

　

福
島
県
の
廃
棄
物
不
法
投

棄
の
監
視
員
と
し
て
監
視
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

●不法投棄の通報先●
　§本宮市役所　　生活安全課	 ☎33－1111
　§白沢総合支所　市民福祉課	 ☎44－2111
　§本宮警察署　　生活安全課	 ☎33－3110
　§福島県　県北地方振興局　県民環境部　環境課
	 ☎024－521－7539
　§福島県警察本部　生活安全部　生活環境課
	 ☎024－522－2151

三瓶清光さん
（松沢字糀屋）
☎44－2847

山崎敏雄さん
（岩根字小山）
☎39－2539				

絶
対
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
！

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
！

う
つ
く
し
い
環
境
を　
未
来
の
世
代
に
継
承
す
る
た
め

残念です…不法に捨てられた廃棄物
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お
花
を
ど
う
ぞ
！

～
本
宮
幼
稚
園
来
訪
～

　

６
月
８
日
の
「
花
の
日
」
に
ち

な
ん
で
、
５
日
に
本
宮
幼
稚
園
の

園
児
10
名
が
市
役
所
を
訪
れ
ま
し

た
。
渡
辺
総
務
部
長
が
園
児
か
ら

花
束
や
絵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け

取
り
「
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

あ
い
さ
つ
。
子
ど
も
た
ち
も
天
使

の
笑
顔
で
応
え
て
く
ま
れ
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く

　

お
願
い
し
ま
す

～
監
査
委
員
辞
令
交
付
～

　

６
月
11
日
に
市
役
所
に
お
い
て
、

佐
藤
市
長
か
ら
渡
辺
弘
一
さ
ん

（
本
宮
字
栄
田
）
へ
監
査
委
員
の
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

前
監
査
委
員
の
日
向
正
直
さ
ん
が

４
月
で
退
任
さ
れ
、
空
席
と
な
っ

て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
議
会
の
同
意

を
得
て
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

渡
辺
さ
ん
は
、「
市
民
の
み
な
さ

ま
の
た
め
に
、
公
正
な
監
査
を
実

施
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。

　

渡
辺
さ
ん
の
任
期
は
平
成
24
年

６
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

受章おめでとうごさいます !!
～白沢赤十字奉仕団受章報告～

　６月６日に白沢赤十字奉仕団の伊藤幸子委員長（写真左
から２人目）ほか役員のみなさんが日本赤十字社の銀色有
功章の受章報告に訪れました。佐藤市長が「受章おめでと
うございます」とあいさつ。報告に訪れた皆さんは「これ
からも活動にまい進します」と喜びを語っていました。

　「カメラ散歩」では、皆さんの「ホットで楽しい」
話題を掲載しています。皆さんからの情報もお待ち
しています。

秘書広報課広報広聴係☎33－1111（内線220）

▲白沢赤十字奉仕団のみなさん。

百歳おめでとうございます !!
～百歳賀寿～

　橋本ケサさん（本宮字上千束）は５月28日に100歳の誕生
日を迎えられました。賀寿のお祝いは、入所中の特別養護老
人ホームぼたん荘で行われ、吉川県北地方振興局長、佐藤市
長ら多くの方々から祝状、記念品、祝金、花束などが贈呈さ
れました。皆さんの見守る中、100本のローソクを立てたケー
キの前で記念撮影するケサさんには大きな拍手が送られまし
た。これからもお元気で長生きしてください。
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元気に育って !!
～白岩小学校緑の少年団～

　白岩小学校「緑の少年団」は、５月30日に
白岩字岩ノ入の田んぼで田植えを行いました。
この日は、小雨がちらつくあいにくの天気で
したが、６年生の児童32名と先生や保護者20
名で、「元気に育って」と願いなら、うるちと
古代米のポット苗を植え付けました。緑の少
年団は、田んぼの所有者でもある酒井菊雄さ
ん（白岩字馬場）の指導を受けながら種まき
から収穫まで一貫して体験する予定です。

敬
礼
…
な
お
れ
！

～
第
59
回
消
防
幹
部
大
会
～

　

福
島
県
消
防
協
会
本
宮
支
部
幹
部
大
会
が
、
６
月
８

日
に
大
玉
村
の
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
と
来
賓
合
わ
せ
て
約
１
５
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
、
支
部
長
の
渡
辺
一
雄
本
宮
市
消
防
団
長

が
「
受
賞
者
に
敬
意
を
表
す
る
。
人
命
と
財
産
を
守
る

た
め
さ
ら
な
る
努
力
を
」
と
あ
い
さ
つ
。
日
本
消
防
協

会
を
は
じ
め
各
種
表
彰
が
伝
達
さ
れ
た
ほ
か
、
今
年
３

月
末
で
退
団
さ
れ
た
前
本
宮
市
消
防
団
長　

川
名　

栄

さ
ん
（
写
真
中
央
）
ほ
か
13
名
に
支
部
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

水の安全・安心守ります
～水道週間にあわせて～

　水道水供給の安全を願って、６月６日に立
石山浄水場で安全祈願祭（右写真上）が開催
されました。佐藤市長が「市民の皆様の生活
を支えるため、安全で安心なおいしい水の供
給に務めたい」とあいさつ。参加者一同で安
全を祈願しました。
　また、水道工事指定店会（会長　小山　宏）
は６月４日に、市内のひとり暮らし高齢者の
家庭を一軒一軒訪ねて、水道施設の無料点検
（右写真下）を実施しました。点検を受けた家
では「本当にありがたいことです」と感謝さ
れていました。
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和
田
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
17

年
度
よ
り
、
和
田
幼
稚
園
内
で
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
に
開
所
し
て
い
ま
す
。

片
手
人
数
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、
幼
児
11
名
、
児
童
22
名
、

合
計
33
名
が
登
録
。
毎
日
15
名
～
22

名
の
子
ど
も
達
が
元
気
に
生
活
し
て

い
ま
す
。

　

登
所
後
、
幼
児
は
午
睡
、
児
童
は

自
主
学
習
を
し
て
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

好
き
な
遊
び
を
始
め
ま
す
。
戸
外
で

は
、
遊
具
や
鬼
ご
っ
こ
の
他
に
、
小

学
生
男
児
中
心
に
野
球
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
暖
か
く
な
っ
て
き
た
頃

か
ら
、
園
庭
で
ア
リ
を
み
つ
け
て
は

土
を
掘
っ
て
家
造
り
。
カ
ナ
ヘ
ビ
を

み
つ
け
て
は
、
土
を
掘
り
、
葉
を
屋

根
に
し
て
家
造
り
な
ど
園
内
の
自
然

に
触
れ
な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
お
や
つ
の
後
の
コ
ッ

プ
洗
い
を
小
学
生
が
当
番
制
で
行
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
達
が
役
割
を
決
め

進
め
て
い
く
こ
と
で
、
遊
び
で
得
る
仲

間
意
識
と
は
少
し
違
っ
た
気
持
ち
で

友
達
と
協
力
し
合
っ
て
い
ま
す
。
小
学

生
の
姿
を
見
て
い
る
幼
児
は
、
刺
激
さ

れ
た
の
か
「
当
番
さ
ん
だ
か
ら
…
」
と

片
づ
け
を
頑
張
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
開
設
当
初
よ
り
、
幼
稚
園

の
先
生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
「
畑
」

を
作
っ
て
い
ま
す
。
畑
の
看
板
を
保

護
者
の
方
に
作
っ
て
い
た
だ
き
、
そ

れ
に
子
ど
も
達
が
絵
を
描
い
て
た
も

　昭和62年11月７日生　満20歳。
　田村高校では、２年生の秋から主将、４番
捕手で、秋季東北地区大会に出場。
　日本大学工学部硬式野球部では、１年春
季はDH。秋季から４番１塁手。
　２年の春・秋季リーグを通じて、打点王、
ベストナインのタイトルを獲得。
　また、今年の本宮市成人式では、記念事
業の実行委員長を務めた。

手
権
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。

　

今
年
も
昨
年
と
同
じ
く
、
８
勝
２

敗
で
東
日
本
国
際
大
学
と
並
び
プ

レ
ー
オ
フ
を
行
い
、
前
半
の
リ
ー
ド

を
守
れ
ず
逆
転
さ
れ
２
対
３
で
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
俺
が
打
っ
て
い
た
ら
…
」
と
い
う

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
厳
し
い
コ
ー

ス
に
対
応
し
、
的
確
に
ボ
ー
ル
を
と

ら
え
る
技
術
を
身
に
つ
け
、
さ
ら
に

ハ
ー
ト
を
強
く
し
、
実
戦
で
は
戸
惑

う
こ
と
な
く
打
者
と
し
て
の
「
仕
事
」

を
き
ち
ん
と
こ
な
し
た
い
と
精
神
力

の
向
上
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
秋
の
リ
ー
グ
戦
か
ら
チ
ー
ム

も
新
し
く
再
ス
タ
ー
ト
し
、
来
季
は

必
ず
大
願
成
就
で
き
る
よ
う
、
全
日

本
選
手
権
出
場
に
照
準
を
合
わ
せ
、

一
丸
と
な
り
課
題
を
克
服
、
一
試
合

を
大
事
に
試
合
に
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
中

で
野
球
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に

誇
り
を
持
ち
、
そ
の
時
の
仲
間
、
監

督
、
コ
ー
チ
、
さ
ら
に
応
援
に
来
て

く
れ
た
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
両
親

に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
本
宮
市
唯
一
の

硬
式
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
愛

着
の
あ
る
「
し
ら
さ
わ
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
野
球
場
」
を
拠
点
に
練
習
に

励
み
、
都
市
対
抗
野
球
に
出
場
す
る

こ
と
が
夢
で
す
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　

来
月
は
、
三
瓶
芳
子
さ
ん
（
松
沢

字
上
橋
ツ
辺
）
の
予
定
で
す
。

　「野球一筋」
　

私
は
今
、
日
本
大
学
工
学
部
情

報
工
学
科
の
３
年
生
で
硬
式
野
球

部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
我
が
大

学
は
、
南
東
北
大
学
野
球
連
盟
に

お
い
て
、
福
島
、
東
日
本
国
際
、

い
わ
き
明
星
、
石
巻
専
修
そ
し
て

山
形
の
六
大
学
で
春
と
秋
の
リ
ー

グ
戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
大
の
目
標
は
、
春
季
リ
ー
グ

戦
で
優
勝
し
、
６
月
に
神
宮
球
場

で
行
わ
れ
る
全
日
本
大
学
野
球
選

私の随想録

ろのひひろばばここどどもも
「和田こどもクラブ」
登録者数：33人
住所：本宮市和田字学校前３
電話：44－3115

田中 悠嗣さん
YUHJI	TANAKA

（稲沢字登戸）

今月の人
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匠
TAKUMI

　

職
人
と
呼
ば
れ
る
そ
の
道
の
達
人
を
紹
介
し
て
い
く
シ

リ
ー
ズ
「
匠
」
の
第
３
回
目
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
の
は
、

陶
器
の
製
作
及
び
陶
芸
教
室
な
ど
も
開
催
す
る
陶
芸
工
房

氏
家
窯
（
荒
井
字
上
曲
田
）
の
陶
芸
家
、
氏
家
寿
男
さ
ん

に
登
場
い
た
だ
き
ま
す
。

秘 情報

《パーソナリティ紹介》
◆ラジオネーム ：クッキー
◆本　　名：朽木　温美
◆出　　身：大玉村
◆趣　　味：ダンス
◆担当番組：
　「Trick or Treat」

（毎週土曜日　午後８時～）
◆リスナーに一言：　「私の番組では、エコや心理のことなど
を様々な音楽やトークと一緒にお届けしています。これ
からも、楽しく、ちょっとためになる番組を目指してい
きたいと思っていますので、よろしくお願いします。」

あの声は、私です…

エフエ ム モ　ッ　ト コム

の
を
立
て
て
い
ま
す
。
春
に
は
、
種

ま
き
や
苗
植
え
を
し
て
、
成
長
を
楽

し
み
、
夏
に
は
新
鮮
な
お
い
し
い
野

菜
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

和
田
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
は
、
小
人
数

の
小
さ
な
社
会
で
す
が
、
５
歳
の
年

の
差
関
係
な
く
一
緒
に
遊
び
、
児
童

は
幼
児
の
面
倒
を
見
て
く
れ
、
幼
児

は
、
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
に
憧
れ
な

が
ら
、
後
を
追
う
姿
が
日
々
見
ら
れ
、

穏
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
身
体
・
心
で
様
々
な
事
を

感
じ
、
こ
れ
か
ら
も
優
し
い
子
ど
も

達
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

陶芸工房 氏家窯
陶芸家　氏家寿男
（荒井字上曲田）
TEL	33－6465

　

氏
家
さ
ん
は
昭
和
53
年
高
校
を
卒
業
と
同
時
に
、

会
津
本
郷
町
（
現
会
津
美
里
町
）
宗
像
窯
七
代
目
宗

像
亮
一
氏
に
師
事
。
昭
和
58
年
に
自
宅
に
築
窯
す
る
。

平
成
９
年
の
第
14
回
日
本
陶
芸
展
、
平
成
11
年
の
福

島
県
展
で
入
選
を
果
た
し
た
。

　

陶
芸
と
の
出
会
い
は
、
高
校
生
の
時
に
見
た
雑
誌

が
き
っ
か
け
で
、
先
生
に
進
路
を
相
談
。
そ
の
先
生

が
い
く
つ
か
の
窯
元
を
探
し
だ
し
、
よ
う
や
く
宗
像

先
生
と
出
会
っ
た
。「
高
校
の
先
生
や
宗
像
先
生
と
の

出
会
い
に
は
不
思
議
な
縁
を
感
じ
る
」
と
話
す
。
師

匠
の
下
で
住
み
込
み
で
３
年
半
陶
芸
の
基
本
を
学
ん

だ
が
、「
自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
は
思
う
よ
う
な
作
品
が

出
来
ず
、
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
」
と
話
す
。
あ

る
時
ワ
ラ
の
灰
を
使
っ
た
釉
薬
（
う
わ
ぐ
す
り
）
を

塗
る
こ
と
で
会
心
の
作
に
仕
上
が
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
日
本
陶
芸
展
の
入
選
に
結
び
つ
い
た
。

　

で
き
る
だ
け
地
元
の
土
を
使
う
匠
だ
が
、「
陶

器
は
使
う
土
の
質
や
燃
焼
の
具
合
な
ど
そ
の
時
々

の
条
件
で
違
う
も
の
に
な
る
奥
深
さ
を
も
っ
て
い

る
と
語
る
。

　
「
陶
芸
を
続
け
る
た
め
に
は
、
ま
わ
り
の
支
援
が

必
要
。
こ
れ
か
ら
も
実
用
的
・
機
能
的
な
も
の
、
自

然
灰
を
中
心
に
普
通
に
シ
ン
プ
ル
に
使
え
る
作
品
を

つ
く
り
続
け
た
い
。
さ
ら
に
、
習
い
に
来
ら
れ
て
い

る
方
な
ど
作
り
手
の
方
が
育
っ
て
い
け
ば
」
と
想
い

を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

展示室の作品の一部

ロクロを使い、あっという間にこ
の形に仕上げる匠の技
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異
常
気
象
と
地
球
温
暖

化
に
つ
い
て
学
ぶ

～
生
涯
学
習
講
演
会
～

　

白
沢
公
民
館
主
催
の
「
平
成
20

年
度
生
涯
学
習
事
業
合
同
開
講
式

と
生
涯
学
習
講
演
会
」
は
、
５
月

22
日
に
白
沢
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

開
講
式
に
は
、
平
成
20
年
度
開

催
の
「
レ
デ
ィ
ー
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
」、「
文
化
財
講
座
」、「
家
庭

で
作
る
米
粉
パ
ン
講
座
」、「
手
織

り
裂
き
織
り
の
バ
ッ
ク
講
座
」、

「
お
な
は
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
」、「
絵
手
紙
講
座
」
の
各
講

座
生
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
福
島
民
友
新
聞

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
お
天
気
暮

ら
し
の
ヒ
ン
ト
」（
毎
週
木
曜
日

掲
載
）
や
、「
お
天
気
一
口
メ
モ
」

（
毎
週
金
曜
日
掲
載
）
で
お
な
じ

み
の
気
象
予
報
士　

高
橋
道
雄
氏

を
講
師
に
招
き
、「
異
常
気
象
と

地
球
温
暖
化
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
講
師
は
、
福
島
市
な
ど
の

過
去
数
十
年
間
の
平
均
気
温
が
上

昇
し
て
い
る
こ
と
や
、
桜
の
開
花

時
期
が
早
期
化
し
て
い
る
こ
と
な

ど
の
具
体
的
な
統
計
資
料
を
基

に
、
世
界
規
模
で
起
こ
る
異
常
気

象
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

●生涯学習センター（中央公民館内）
　　本宮字矢来39－１　☎33－2611
●白沢公民館
　　白岩字堤崎500　　☎44－2350

学び・文化・
スポーツの広場

初
め
て
の

「
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
」

大
成
功
！

　

し
ら
さ
わ
夢
図
書
館
で
は
、
５

月
23
日
に
、
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
と
し
た
「
赤
ち
ゃ
ん

お
は
な
し
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
お
は
な
し
会
は
、
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
の

大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
今
年
度
か
ら
定
期
的

に
開
催
し
ま
す
。

　

初
め
て
の
今
回
は
、
参
加
者
と
一

緒
に
手
遊
び
や
わ
ら
べ
う
た
を
多

く
取
り
入
れ
な
が
ら
、
親
子
で
一
緒

に
歌
っ
た
り
遊
ん
だ
り
、
ま
た
赤

ち
ゃ
ん
向
け
の
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
や
紙
し
ば
い
を
行
い
、
お
話
の
楽

し
さ
を
十
分
味
わ
い
ま
し
た
。ま
だ
、

参
加
し
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

一
度
「
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
」
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

今
年
も
活
動
開
始
で
す

～
長
寿
大
学
開
講
式
～

　

各
地
区
公
民
館
主
催
事
業
の
長

寿
大
学
開
講
式
が
、
５
月
末
か
ら

６
月
上
旬
に
か
け
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
は
、
６
月
４
日

に
本
宮
地
区
長
寿
大
学
の
開
講
式

を
実
施
し
、
20
年
度
の
学
習
計
画

や
組
織
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
講
式
終
了
後
、
高
松
山
観
音

寺
住
職
の
矢
島
義
謙
さ
ん
を
講
師

に
お
招
き
し
、「
老
後
の
人
生
観
」

と
題
し
て
～
慈
悲
の
教
え
～
に
つ

い
て
講
師
の
体
験
談
な
ど
も
織
り

交
ぜ
な
が
ら
楽
し
く
ご
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
お
話
い
た
だ
く
内
容

が
、
自
分
自
身
実
践
で
き
て
い
る

か
ど
う
か
な
ど
確
認
し
な
が
ら
、

興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

プ
ロ
の
腕
前
に
近
づ
こ
う
！

～
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ講

座
～

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５

月
22
日
か
ら
３
回
コ
ー
ス
で
、
講

師
に
伊
藤
芳
貴
先
生
を
お
迎
え

し
、「
は
じ
め
て
の
！
デ
ジ
タ
ル

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
講
座
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
撮
影
し
て
き
た
デ
ジ

タ
ル
画
像
を
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
投
影
し
、
鑑
賞
し
な
が
ら
学

び
、
ま
た
、
そ
れ
を
実
際
に
プ
リ

ン
ト
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
伊
藤

先
生
の
ユ
ー
モ
ア
あ
る
解
説
で
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
講
義
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
と
一
眼
レ
フ
の
良
さ

を
改
め
て
実
感
で
き
た
受
講
者

は
、
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
の
一

言
一
言
が
学
習
と
な
り
「
目
か
ら

鱗
が
落
ち
る
」
内
容
が
た
く
さ
ん

あ
る
講
座
と
な
り
ま
し
た
。
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しらさわ夢図書館・
中央公民館図書室からのご案内

しらさわ夢図書館
　白岩字堤崎500（☎44－2112）

中央公民館図書室
　本宮字矢来39－１（☎33－2611）

・「いっしょにあそぼうわらべうた」
（コーダイ芸術教育研究所）

・「ごきげんのわるいコックさん」（まついのりこ）
・「じょうずじょうず」（なとりちづ）
・「あひるのぴいぴいとひよこのぴっぴ」（ステーエフ）
・「宇宙への秘密の鍵」（ルーシー　ホーキング）
・「クロニクル　千古の闇３」（ミシェル　ペイヴァー）
・「ラブ、スター・ガール」（ジェリー　スピネッリ）
・「流れ行く者」（上橋菜穂子）

※これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。なお、移送などで少々時間を頂く場合があります。

●夏の特別おはなし会
　と　　き：７月20日（日）14：00～15：00
　と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
　ないよう：毎月のおはなし会の特別版。大型絵本の

読み聞かせ、大型紙芝居、ブラックパネ
ルシアター、マジックなど。（下記、「夢
まつり」の事業として行います。）

　対　　象：乳幼児とその保護者、一般

※季節、テーマなどによりおはなし会の内容は、その都度若干変わる場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※いずれのイベントも、参加は自由で無料です。お誘い合わせの上、おいでください。

●７月の定例おはなし会
　と　　き：７月13日（日）10：30～11：30
　と こ ろ：中央公民館図書室　こどもとしょしつ
　ないよう：「いろいろこんにちは（色）」をテーマと

した絵本の読み聞かせ、紙しばい、エプロ
ンシアター、パネルシアター、工作など。

　対　　象：幼児とその保護者

●８月の定例おはなし会
　と　　き：８月10日（日）10：30～11：30
　と こ ろ：中央公民館図書室　こどもとしょしつ
　ないよう：「かわいい　おばけ」がテーマです。
　対　　象：幼児とその保護者

●夏休み特別おはなし会
　と　　き：８月22日（金）10：00～11：30
　と こ ろ：中央公民館　展示ホール
　ないよう：エプロンシアター、パネルシアター
　　　　　　大型絵本の読み聞かせ。
　　　　　　お楽しみプレゼントがあります！
　対　　象：幼児、児童～一般

［絵本・児童書］
・「天璋院と和宮」（植松三十里）
・「『繁栄と衰亡』の方程式」（樹門幸宰）
・「凛とした『女性の基礎力』」（坂東眞理子）
・「脳を活かす勉強法」（茂木健一郎）
・「郡山シェフ自慢のお昼ごはん」（ケイシイシイ）
・「野村監督に教わったこと」（山崎武司）
・「余命１ヶ月の花嫁」（TBS「イブニング　ファイブ」）
・「夢をかなえるゾウ」（水野敬也）
・「食堂かたつむり」（小川　糸）

［一般書・実用書］

しらさわ夢図書館のおはなし会 中央公民館図書室のおはなし会
イ ベ ン ト

新着本

　と　　き：７月20日（日）９：30～17：00
　と こ ろ：しらさわ夢図書館
　ないよう：
　　☆雑誌・古書リサイクル市（先着順）　　９：30～
　　☆お楽しみ映画会（子供むけ映画）　　　10：00～
　　☆マルチメディア室パソコンインターネット無料開放
　　☆夏の特別おはなし会　　　　　　　　　14：00～
　　☆2007ベストリーダの発表
　　☆おたのしみプレゼント　　　など。
　対　　象：乳幼児～一般

しらさわ夢図書館開館11周年記念事業
『夢まつり』
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国
保
だ
よ
り

K
O
K
U
H
O
D
A
Y
O
R
I

平
成
20
年
度
本
宮
市
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

据
え
置
き
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
　

 　

国
保
税
第
１
期
の
納
期
は
７
月
31
日

　

私
た
ち
の
国
で
は
、
充
実
し
た
保
険
制

度
に
支
え
ら
れ
、
健
康
で
豊
か
な
社
会
を

築
い
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
は
、
病

気
や
ケ
ガ
に
備
え
て
加
入
者
が
日
ご
ろ
か

ら
収
入
な
ど
に
応
じ
て
国
保
税
を
出
し
合

い
、
そ
こ
か
ら
医
療
費
を
支
出
し
よ
う
と

い
う
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
収
め
て
い
た
だ
い
た
国
保
税

は
、
国
な
ど
の
助
成
金
と
合
わ
せ
て
、
病

気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
の
医
療
費
を
は
じ

め
、
出
産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
な
ど
と

し
て
皆
さ
ん
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
保
税
は
大
切
な
財
源

で
す
の
で
制
度
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
納

期
内
に
国
保
税
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
付
方
法
に
つ
い
て

　

国
保
税
を
納
め
る
義
務
は
世
帯
主
に
あ

り
ま
す
。
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
で
も
、
世
帯
の
中
に
１
人
で
も

国
保
の
加
入
者
が
い
れ
ば
、
納
税
通
知
書

は
世
帯
主
に
届
き
ま
す
。

○
普
通
徴
収
の
方

　

納
付
方
法
は
、
昨
年
と
同
じ
で
す
。（
納

付
書
納
付
ま
た
は
口
座
振
替
納
付
）

○
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
方

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
世
帯
全
員
が
65

歳
以
上
の
方
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
４
月
初
旬
に
「
特

別
徴
収
（
仮
徴
収
）
開
始
通
知
書
」
を
送

付
し
て
お
り
、
既
に
年
金
か
ら
の
天
引
き

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
天
引
き
額
に
つ
い
て
は
、

20
年
度
の
所
得
額
等
が
確
定
し
て
い
な
い

た
め
、
前
年
度
の
税
額
に
よ
り
算
出
し
た

概
算
額
で
す
。
７
月
に
年
税
額
が
確
定
し

ま
し
た
の
で
、
10
月
以
降
は
新
た
に
送
付

す
る
納
税
通
知
書
の
税
額
が
引
き
続
き
天

引
き
さ
れ
ま
す
。

◎
国
保
税
を
口
座
振
替
に
す
る
と
、
納
め

忘
れ
の
心
配
も
無
く
、
大
変
便
利
で
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
市
内
金
融
機
関
ま
た

は
郵
便
局
の
窓
口
で
口
座
振
替
依
頼
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
）

　
　

納
税
通
知
書
、
預
貯
金
通
帳
、
印
鑑

（
通
帳
届
出
印
）

国 民 健 康 保 険 税 （ 平 成 2 0 年 度 ）

国保税は、「医療費分」・「介護納付金分」・「後期高齢者支援分」の合算となります。

医療費分 後期高齢者支援分
（※新設）

介護納付金分
（40歳以上65歳未満の方）

旧本宮 旧白沢 旧本宮・旧白沢 旧本宮 旧白沢

所得割 課税所得額　× 5.75％
（8.35％）

3.87％
（6.47％） 2.60％ 1.77％ 1.64％

資産割 固定資産税額× 9.00％
（11.00％）

24.42％
（26.42％） 2.00％ ― 0.90％

均等割 一人あたり 16,300円
（24,820円）

13,500円
（22,000円） 8,500円 7,200円 8,000円

平等割 １世帯あたり 25,400円
（32,900円）

21,500円
（29,000円） 7,500円 6,200円 6,000円

―国保税の決め方―
　国保税は所得割など右記の４つの項目に応じて決められま
す。４月より老人の方（後期高齢者対象者）の医療を現役世代
が支援する後期高齢者医療制度が開始されたことに伴い、後期
高齢者支援金分が追加されました。ただし、20年度は医療給付
分と合わせて前年度と同じ税率、税額となっております（均等
割りは100円未満を端数処理）。

所得割＝被保険者の前年所得額に応じて計算
資産割＝被保険者の固定資産税額に応じて計算
均等割＝被保険者１人当たりでいくらと計算
平等割＝１世帯当たりでいくらと計算

◆問い合わせ先
　市民課　国保年金係（☎内線126・127）

※（　）は平成19年度の数値
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※
平
成
19
年
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
や
海
外
へ
転
出
さ
れ
て
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、

国
内
に
居
住
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
、
こ
の
経
過
措
置
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
こ
の
経
過
措
置
の
対
象
と
な
る
方
は
、
住
民
税
と
所
得
税
の
人
的
控
除
（
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
）
額
の
差
の
合
計
額
が
、
平
成
20
年
度
の
住
民
税
の
合
計

課
税
所
得
金
額
（
課
税
長
期
譲
渡
所
得
等
の
金
額
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
金
額
を

合
計
し
た
金
額
）
以
上
に
な
る
方
に
限
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
寄
附
金
控
除
額
な

ど
の
人
的
控
除
以
外
の
控
除
額
が
増
加
し
た
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
に
よ
っ
て
所

得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
方
に
は
、
こ
の
経
過
措
置
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

平成20年
７月１日～31日

まで

申告期間

青少年健全育成
　　市民総ぐるみ運動

　市民総ぐるみで本宮市の明日を担う青少年
を健全に育成するために、７月１日から８月
31日まで、平成20年度青少年健全育成市民
総ぐるみ運動を実施します。

【運動の目標】

○家族みんなで明るい家庭をつくろう。
○地域ぐるみで青少年の社会参加を進めよう。
○力を合わせて明るい地域社会をつくろう。
○声かけ合って子どもを事故から守ろう。
○みんなの力で青少年の非行をなくそう。
○みんなの力でいじめ・虐待をなくそう。

本宮市青少年育成市民会議
　☎33－2611（生涯学習センター）

お気軽にご参加を！「すこやか子育て相談室」
　市立保育所、幼稚園では、「すこやか子育て相談室」を開設し、保育所、
幼稚園に通っていないお子さんやご家族の方々に対し、保育参観や保育
体験、子育て相談、日本古来の行事へのお誘いなどを行っています。

～七夕・夏祭りの行事に参加しませんか～
　７月は、「七夕」と「夏祭り」の行事があります。
　「七夕」の行事では、由来を聞いて、七夕の歌を歌い、短冊に願
いを書いて飾りつけをします。「夏祭り」は、お店屋さんでお買い
物をして、踊りを踊ります。どうぞ、お気軽にお越しください。
　詳しくは、各保育所・幼稚園へお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　七　夕　　　　　　夏祭り
第１保育所　　（☎33－2446）　　７月７日（月）・７月25日（金）
第２保育所　　（☎33－3750）　　７月７日（月）・７月25日（金）
第３保育所　　（☎33－3804）　　７月７日（月）・７月25日（金）
第４保育所　　（☎33－5644）　　７月７日（月）・７月18日（金）
白沢保育所　　（☎44－3117）　　７月７日（月）・７月12日（土）
五百川幼稚園　（☎33－4370）　　７月７日（月）・　　なし
岩根幼稚園　　（☎39－2109）　　７月７日（月）・　　なし
白岩幼稚園　　（☎44－2216）　　７月４日（金）・　　なし
和田幼稚園　　（☎44－3115）　　７月３日（木）・６月29日（日）
糠沢幼稚園　　（☎44－3116）　　７月３日（木）・　　なし

平
成
19
年
に
所
得
が
減
っ
て

　

所
得
税
が
課
さ
れ

　
　

な
く
な
っ
た
方
は
、

申
告
が
必
要
で
す

申 告 先
平成19年１月１日現在
お住まいの市区町村

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
率

の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減
の

影
響
は
受
け
ず
、
住
民
税
率
の
変

更
に
よ
る
税
負
担
の
増
加
の
影
響

の
み
を
受
け
る
方
に
つ
い
て
は
、

既
に
納
付
済
み
の
平
成
19
年
度
分

の
住
民
税
額
か
ら
、
税
源
移
譲
に

よ
り
増
額
と
な
っ
た
住
民
税
相
当

額
を
還
付
し
ま
す
。

　

所
得
変
動
に
伴
う
住
民

税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
分
住
民
税
を
課
税

し
た
「
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
」
へ
減
額

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

他
の
市
区
町
村
へ
転
居
さ
れ
た
方

は
、
申
告
先
を
お
間
違
え
に
な
ら

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

市
民
税
係

　
（
☎
内
線
１
６
４
・
１
６
５
）
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給
食
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

本
宮
方
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
、
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
業
務
・
募
集
人
員

　

配
送
車
両
運
転
業
務
お
よ
び
調

理
補
助
業
務
・
１
名

◆
資
格

　

本
宮
市
ま
た
は
大
玉
村
に
住
所

を
有
す
る
方
で
、
普
通
自
動
車
免

許
証
を
有
す
る
方

◆
募
集
期
間

　

７
月
11
日
（
金
）
か
ら

　

７
月
18
日
（
金
）
ま
で

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

◆
応
募
方
法

　

履
歴
書
（
市
販
の
履
歴
書
で
構

い
ま
せ
ん
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
写
真
を
貼
り
、
本
宮
市
役

所
総
務
部
総
務
課
、
ま
た
は
大
玉

村
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
選
考
方
法

　

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

※
面
接
に
つ
い
て
は
、
７
月
下
旬

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
別
途

連
絡
し
ま
す
。

◆
勤
務
条
件

▽
賃
金

　

本
宮
市
賃
金
支
弁
職
員
雇
用
管

理
規
程
に
準
じ
て
支
給
し
ま
す
。

▽
雇
用
期
間

　

平
成
20
年
８
月
20
日
か
ら
平
成

21
年
３
月
31
日
ま
で
（
平
成
23

年
８
月
19
日
ま
で
延
長
可
）

▽
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

15
分
ま
で

▽
休
日

　

祝
日
法
に
よ
る
休
日
、
土
、
日

▽
そ
の
他
勤
務
を
要
し
な
い
日

　

小
中
学
校
の
休
業
日

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

本
宮
方
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
☎
３
３―

２
０
２
５
）

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
で

は
、
平
成
21
年
度
消
防
職
員
採
用

候
補
者
試
験
を
行
い
ま
す
。

◆
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

消
防
業
務　

７
名

※
消
防
業
務
と
は
、
安
達
地
方
広

域
行
政
組
合
消
防
本
部
、
消
防

署
、
出
張
所
に
勤
務
し
、
火
災
、

風
水
害
、
救
急
等
の
現
場
で
活

動
す
る
業
務
で
す
。

◆
受
験
資
格

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

◆
受
付
期
間

　

７
月
16
日
（
水
）
か
ら

　

８
月
15
日
（
金
）
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
13
日

（
水
）
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も

の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

◆
第
一
次
試
験
日
・
会
場

　

９
月
21
日
（
日
）

　

本
宮
第
一
中
学
校

◆
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
６
４―

０
９
１
７

　

二
本
松
市
本
町
１―

60―

２

　
　

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合

　
　
　
　
　
　
　

自
治
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２
２―

１
１
０
１

福
島
県
警
察
官
・
警
察
事

務
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

福
島
県
警
察
で
は
、
平
成
21
年

４
月
採
用
の
警
察
官
お
よ
び
警
察

職
員
の
採
用
候
補
者
試
験
を
行
い

ま
す
。

【
警
察
官
Ｂ
】

◆
受
験
資
格

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
（
大
学
卒
を
除
く
）

◆
受
付
期
間

　

８
月
４
日
（
月
）
～
15
日
（
金
）

◆
第
一
次
試
験
日

　

９
月
21
日
（
日
）

【
警
察
事
務
職
員
（
高
卒
程
度
）】

◆
受
験
資
格

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

（
大
学
卒
を
除
く
）

◆
受
付
期
間

　

８
月
11
日
（
月
）
～
22
日
（
金
）

◆
第
一
次
試
験
日

　

９
月
28
日
（
日
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

▽
本
宮
警
察
署

　
　
　
　

☎
３
３―

３
１
１
０

▽
福
島
県
警
察
本
部

　
　
　
　

警
務
課　

人
事
係

　

０
１
２
０―

２
７
６
３
１
４

＊借金（サラ金・ローン返済）
　　　にお悩みの方ご相談ください＊

司法書士法人 あおば事務所
福島事務所：福島市南中央3丁目７－２鶴島ガーデン102号
電 話 番 号：０２４－５２８－８８０２
二本松事務所：二本松市成田１丁目816－1コーポ成田３－101号
電 話 番 号：０２４３－６２－２５１５

　本宮市では、障がい者・障がい児の方やそ
の家族、または障がい者を介護している方を
対象に、個々の心身の状況やサービスの利用
など、障がい者等が地域において生活を営む
うえで抱えている問題等の相談に応じること
を目的として、相談支援事業を行っています。
　相談支援事業所において相談支援専門員が
対応しますので、ご利用ください。

【相談支援事業所】
◇身体障がい者・知的障がい者・障がい児の方
　あだたら育成園（☎48－3111）
　（大玉村大山字狐森29－１）
◇精神障がい者の方
　にこにこふれあいセンター（☎62－2662）
　（二本松市安達ヶ原一丁目284－１）

障がい者相談支援事業
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広報もとみや　平成20年7月

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会
㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
塩
田
49
番
地
２

　
㈲
本

宮

設

備（
３
３
―
２
５
９
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

　
㈲
タ
カ
ト
ク
設
備（
３
３
―
２
１
８
３
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
０
９
番
地

　
オ

オ

ナ

ミ

㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
宮
市
高
木
字
戸
崎
63
番
地
３

　
㈲
佐

藤

商

会（
３
３
―
５
８
７
５
）

　

本
宮
市
仁
井
田
字
富
士
内
１
番
地
１

　
㈲
光
設
工
業
所（
３
３
―
１
８
９
５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25

　
㈲
キ
ン
グ
設
備
工
業（
３
３
―
１
２
４
８
）

　

本
宮
市
青
田
字
戸
ノ
内
１
２
２
番
地
11

　
㈱
タ

カ

マ

ツ（
３
３
―
５
２
４
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
一
ツ
屋
12
番
地
７

　
㈱
大
敬
工
業
所（
４
８
―
３
２
５
３
）

　

大
玉
村
玉
井
字
中
森
３
番
地

　
㈱
小

山

設

備（
３
３
―
３
０
３
１
）

　

本
宮
市
本
宮
字
仲
町
39
番
地

　
㈲
須
藤
住
機
工
業
（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

！

女性検診（子宮がん・骨粗しょう症・乳がん）を行います
　下記の日程で、女性検診を実施します。各種検診申込書により希望された方には、健康づくり推進員が関係書類（個
人毎通知）を配布いたします。申し込みについては、下記の問い合わせ先へご連絡をお願いします。

●子宮がん検診（集団検診）・骨粗しょう症検診（同日実施）

●子宮がん検診（個別検診）

●乳がん検診（集団検診）

●乳がん検診（個別検診）

検診料金が無料となる方　①70歳以上　②市民税非課税世帯　③生活保護費受給者
　　　　　　　　　　　　④身体障がい者手帳・精神障がい者手帳・療育手帳１、２級所持の方
問い合わせ先：本宮市役所　保健福祉課　健康づくり係　☎33－1111（内線134）
　　　　　　　白沢総合支所　市民福祉課　白沢保健センター　☎44－4188（直通）

実施期間 医療機関 対象者 受診方法

８月１日（金）
～

12月19日（金）

谷病院
20歳以上の偶数年
齢の希望者
検診料金　2,200円

　市から送付された関係書類を持参のうえ、受診し
てください。受付時間は医療機関によって異なりま
すので、事前に電話で確認して予約をしてください。

土川産婦人科医院
本田レディスクリニック
社会保険福島二本松病院

実施日 曜 会場及び受付時間 対象者
８月25日 月 午前：本宮体育館

　　　８時30分～10時00分
午後：白沢保健センター
　　　13時00分～13時30分

子宮がん検診　　　20歳以上の偶数年齢の希望者
　　　　　　　　　検診料金　1,000円
骨粗しょう症検診　40・45・50・55・60・65・70歳の希望者
　　　　　　　　　検診料金　　400円
　　　　　　　　　※９月１日・９月16日に無料託児あります（要予約）

９月１日 月
９月８日 月
９月16日 火

実施日 曜 検診項目 会　場 対象者・検診項目・受付時間
８月18日 月 併用２方向

白沢
保健センター 【対 象 者 】40歳以上の偶数年齢の希望者

【検診項目】
　（併用２方向）　40歳代の方は、視触診・マンモグラフィー２方向

料金　2,500円
　（併用１方向）　50歳代の方は、視触診・マンモグラフィー１方向

料金　1,900円
　（マ　ン　モ）　60歳以上の方は、マンモグラフィー１方向

料金　1,200円

【受付時間】　午前の部　　８時30分～10時00分
　　　　　　　午後の部　　１時00分～１時30分

８月29日 金 マ ン モ
９月９日 火 併用１方向
９月11日 木 併用２方向

本宮体育館

９月12日 金 マ ン モ
９月19日 金 マ ン モ
10月３日 金 マ ン モ
10月31日 金 マ ン モ
11月12日 水 併用２方向
11月19日 水 併用２方向
11月25日 水 併用１方向
12月２日 火 併用１方向
12月10日 水 併用１方向

実施日 医療機関 対象者 受診方法

８月１日（金）
～

12月19日（金）

谷病院 40歳以上の偶数年齢の希望者
検診料金　40歳代　1,800円
　　　　　50歳以上1,500円

　市から送付された関係書類を持参し受診してく
ださい。受付時間は医療機関によって異なります
ので、事前に電話で確認して予約をしてください。

枡記念病院
社会保険福島二本松病院

本宮市本宮字
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知らせお知らせお

７月５日（土）	 ㈱大敬工業所	 48－3253・48－3665
７月６日（日）	 ㈱小山設備	 33－3031
７月12日（土）	 ㈲須藤住機工業	 48－2357
７月13日（日）	 ㈲浜野和水道	 33－2788
７月19日（土）	 ㈲本宮設備	 33－2592
７月20日（日）	 ㈲タカトク設備	 33－2183
７月21日（月）	 オオナミ㈱	 33－1001・33－2412
７月26日（土）	 ㈲佐藤商会	 33－5875
７月27日（日）	 ㈲光設工業所	 48－2413・33－1895
８月２日（土）	 ㈱タカマツ	 33－5242
８月３日（日）	 ㈱大敬工業所	 48－3253・48－3665
８月９日（土）	 ㈱小山設備	 33－3031
８月10日（日）	 ㈲須藤住機工業	 48－2357

※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対
応となります。
　通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。

漏水当番のお知らせ

市のすがた（平成20年６月１日現在）

納期のお知らせ

固定資産税　　　　　　　　　２期分
国民健康保険税　　　　　　　１期分
介護保険料　　　　　　　　　１期分
住宅使用料　　　　　　　　　７月分
住宅駐車場使用料　　　　　　７月分
保育所・幼稚園保育料　　　　７月分
放課後児童保育料　　　　　　７月分

納期限　７月31日（木）
※口座振替をご利用の方は、上記納期限の前日まで
に、残高の確認をお願いします。
　　なお、毎週月曜日（祝日は除く）は、窓口業務を
午後７時まで延長していますので、税金などの納入
および納付相談にご利用ください。

　

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
が
発
生
し
た
。
６

月
２
日
に
松
沢
地
区
で
開
催
し
た
市
政
懇
談

会
で
も
「
最
近
地
震
が
多
い
が
…
」
と
い
う

話
が
で
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

確
か
に
最
近
地
震
が
多
い
と
思
う
。
気

象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

資
料
を
見
る
と
、
平
成
15
年
以
降
の
５
年
間

で
、
負
傷
者
が
で
た
地
震
は
49
回
発
生
し
て

い
る
。
平
成
５
年
以
降
の
５
年
間
の
11
件
と

比
較
す
る
と
、
４
倍
以
上
の
発
生
件
数
と
な

る
。「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」

と
い
う
の
は
、
地
震
に
限
っ
て
は
そ
う
と
は

言
え
な
い
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

地
震
に
限
ら
ず
災
害
に
対
し
て
は
、
日
頃

の
備
え
が
重
要
で
あ
り
、
水
や
食
料
、
懐
中

電
灯
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
入
っ
た
「
非
常
用
持

ち
出
し
袋
」
の
備
え
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め

す
る
。	

○享

男　性 15,485人

女　性 16,160人

総人口 31,645人

世帯数 9,479世帯

5月の交通事故発生状況

件　数 死　者 傷　者

本　年 15（74） 0（ 0 ） 19（95）

前　年 8（69） 0（ 3 ） 28（79）

増　減 7（ 5 ） 0（−3） −9（16）

本宮警察署より　（　）は１月からの累計

市営住宅の空家状況

◎
農
業
振
興
の
た
め

▽
日
本
ヘ
ラ
鮒
釣
研
究
会
福
島
あ

だ
た
ら
支
部
岳
山
池
保
存
会

　
（
代
表　

高
橋
郁
夫
さ
ん
）

　

◦
現
金　
　
　
　
　
　

２
万
円

◎
日
本
画
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め

▽
紺
野
晴
子
さ
ん
（
須
賀
川
市
）

　

◦
日
本
画
「
公い

ち

ょ

う

孫
樹
」　

１
点

◎
本
宮
小
学
校
の
教
育
環
境
整
備

の
た
め

▽
和
田
在
住
の
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休日におけるごみ収集日
　７月21日（海の日）は、通常通りごみの収集を
行います。もとみやクリーンセンターへの直接持
ち込みも通常通り行えます。

問い合わせ先　生活安全課環境保全係（☎内線114）
　　　　　　　白沢総合支所市民福祉課（☎44－2111）
　　　　　　　もとみやクリーンセンター（☎33－5499）

水道メーター検針のお知らせ

　６月～７月分の水道メーター検針を、７月20日（日）
から25日（金）に実施しますので、メーターボックス
の上には物など置かないよう、ご協力をお願いします。

※入居を希望される方は、入居基準及び必要書類の提出があり
ますので、建設課建築係（☎内線146）へお問い合わせくだ
さい。なお一般公募の募集期間は、７月７日（月）から８月
１日（金）までとなります。

住宅名 戸数 間取り 募集方法 場　　所

瀬戸川 ４戸 1F 4.5畳、K
2F　３畳、６畳 随時募集 荒 井 字 山 神

20−１

村　山 １戸 ６ 畳 ２ 室、4.5畳、
DK 一般公募 仁井田字村山

７
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問い合わせ先　●生活福祉部　保健福祉課　健康づくり係　☎33－1111●白沢総合支所　白沢保健センター　保健係　☎44－4188

７月の健診日程

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。

保健衛生だより保健衛生だより

日曜・祝日当番医　診療時間 ９：00～17：00（昼休み12：00～14：00）　【※】は、９：00～12：00

【小児】は、小児科標榜医療機関

７月６日（日）
（医）坂本クリニック【小児】	 （本宮市本宮字千代田）	 34－1188
（医）安斎内科胃腸科医院	 （二本松市若宮）	 22－3001
春山あだたら診療所	 （二本松市苗松）	 24－2024
７月13日（日）
（医）慈久会　谷病院【小児】	 （本宮市本宮字南町裡）	 33－2721
（医）ダザイ胃腸科内科医院	 （二本松市表）	 22－9255
（医）成美会鈴木皮フ科クリニック	（二本松市本町）	 22－6877
小野崎医院【※】	 （二本松市針道）	 46－2001
７月20日（日）
佐久間内科小児科医院【小児】	 （二本松市本町）	 22－0570
（医）高橋内科医院	 （二本松市油井）	 22－5636
兼谷胃腸科外科医院	 （本宮市本宮字舘町）	 33－4141
７月21日（月）
（医）上遠野内科医院【小児】	 （本宮市本宮字荒町）	 33－5866
社会保険二本松病院	 （二本松市成田町）	 23－1231
東雲堂医院	 （二本松市岳温泉）	 24－2830

７月27日（日）
池田眼科医院	 （本宮市本宮字仲町）	 34－4100
土川内科小児科【小児】	 （二本松市槻木）	 22－6688
（医）靜心会　斎藤医院	 （二本松市若宮）	 22－0036
（医）広仁会金子医院【小児】【※】	 （二本松市小浜）	 55－2343
８月３日（日）
吉田耳鼻咽喉科	 （本宮市本宮字万世）	 34－1330
みうら内科クリニック【小児】	 （二本松市羽石）	 22－5512
（医）辰星会　枡記念病院	 （二本松市住吉）	 22－3100
８月10日（日）
（医）森小児科医院　【小児】	 （二本松市郭内）	 22－3215
（医）三浦内科医院	 （二本松市亀谷）	 23－3883
（医）国分整形外科医院	 （本宮市本宮字仲町）	 33－1088

　休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って受診
されますよう、お願いいたします。
　なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。

種　　　類 対　　　象 月　　日 受付時間 場　　所

４か月児健康診査 平成20年３月１日～３月31日生まれ ７月24日（木） 13：00～13：30

白沢保健センター
10か月児健康診査 平成19年９月１日～９月30日生まれ ７月３日（木） 13：00～13：30

１歳６か月児健康診査 平成18年12月５日～平成19年１月２日生まれ ７月８日（火） 13：00～13：30

３歳児健康診査 平成17年３月26日～４月23日生まれ ７月30日（水） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 ７月７日（月） ９：30～11：00 本宮体育館

病院群輪番制日程表

病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院（上記の４病院）が輪番制で診療にあたるものです。
診療科については、病院にお問い合わせください。

◎＝夜間（18：00～翌日８：00）、●＝休日＋夜間（８：00～翌日８：00）

月 ７月 ８月
日 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

曜 日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
二本松病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ●
谷 病 院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
枡 病 院 ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
枡記念病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎
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▲ゴールは目の前　ラストスパート !!
（５年男子1000ｍ走）

５年男子 ５年女子 ６年男子 ６年女子

100ｍ走
菅野寿希也 玉　井 藤原　美友 本宮まゆみ 佐々木弘明 本　宮 安藤　由依 本　宮

14″90 15″89 13″79 15″45

80ｍハードル走
長谷川　英 糠　沢 大内智佳生 本　宮

13″65 14″21

走り幅跳び
武田　玲央 五百川 鈴木　美遥 本　宮 国分　　輝 糠　沢 国分　遥菜 白　岩

387㎝ 354㎝ 387㎝ 359㎝

走り高跳び
渡辺喜市郎 玉　井 渡辺　智美 本　宮 安斎　洋平 五百川 宮川　文奈 本宮まゆみ

115㎝ 111㎝ 128㎝ 123㎝

ソフトボール投げ
藤井　達寛 白　岩 平　　早紀 和　田 安斎　遼大 糠　沢 二瓶　　優 五百川

46.28ｍ 28.4ｍ 54ｍ 38.79ｍ

800ｍ走
渡辺真理子 白　岩 根本美乃里 和　田

2′56″19 2′52″38

1000ｍ走
熊谷与一朗 本宮まゆみ 倉　　諒太 五百川

3′32″85 3′29″54

４×100ｍリレー
大山小 白岩小１組 本宮小２組 本宮小１組

1′02″73 1′05″39 0′59″78 1′01″91

第16回南達方部小学校交歓陸上競技大会成績
※各種目の第１位の成績です　（５月23日開催　会場：白沢運動場）


